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１ 車載部品エレクトロニクス化における安全性向上技術の開発（第３報） 

－機能安全開発手順の実証－ 

倉本丈久，弓場憲生，後藤孝文，門藤至宏 

近年の自動車部品のエレクトロニクス化に伴い，ソフ

トウェアに起因する不具合が増加傾向にあり，安全性を

担保した開発プロセスの導入が求められている。そのた

め本研究では，昨年度までに安全性の高い組込みシステ

ム開発を実現するための開発プロセスとその導入のた

めの開発手順書を作成した。本報告では，この開発 

手順書を用いて，実際に自動車部品を模擬したコーナ 

ーセンサの仕様設計，開発及び検証を行い，作成した 

手順書が妥当かどうかを確認，検証したことについて 

述べる。 

         Ｐ１～４，表１，図８，文献４

 

２ 金型高精度加工システムの開発（第５報） 

－加工誤差予測シミュレーションの高速化－ 

菊田敬一，西川隆敏，大田耕平，古本浩章，小玉 龍，佐野 誠，門藤至宏，筒本隆博 

金型の切削加工では，切削力によるエンドミル工

具のたわみが，加工面の精度を悪化させる大きな要

因となっている。当センターでは，高精度切削加工

を実現するため，エンドミル工具の動的たわみに起

因する加工誤差を，グラフィックボードの描画機能

を利用して予測するソフトの開発を行ってきた。      

 

このソフトを，大型金型の加工に使用される巨大な 

ＮＣデータに適用していくためには，計算速度の高

速化が非常に重要な開発要素となる。本研究で適用

した加工事例では，工具干渉判定の高速化や複数台

パソコンによる分散並列処理を用いた結果，計算時

間が従来品に対し最高で約 1/18 になった。 

Ｐ５～８，表２，図７，文献６

 

３ リグノセルロースナノファイバーのポリエチレン用補強材利用 

花ヶ崎 裕洋，田平 公孝，羽原 雄太 

本研究では，水熱処理によりヘミセルロースの一部

を分解する技術により製造したリグノ CNF をポチエチ

レン（PE）に混練し，補強材としての利用を検討した。

真空凍結乾燥したリグノ CNF は見掛けの体積が増大し

ており，走査型電子顕微鏡(SEM)による観察では繊維の

枝分かれや空隙が多くなっている様子が観察された。

真空凍結乾燥したリグノCNFを PEに混練すると，引張

強度，曲げ強度，曲げ弾性率が向上した。また，凍結 

粉砕処理を加えたリグノCNF配合PEで，大幅ではない 

もののさらに強度が向上していた。エネルギー分散型 

エックス線分析装置（EDX）を用いて，凍結乾燥リグノ 

CNF配合 PEと凍結粉砕処理を加えた凍結乾燥リグノ 

CNF配合 PEの表面をマッピング分析すると，凍結粉砕 

処理を加えることでリグノCNFと PEがよく分散する様 

子が観察された。 

Ｐ９～１２，図６，表１，文献１２
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４ ＣＦＲＰ加工用工具へのダイヤモンドコーティング技術の開発 

本多正英，縄稚典生，川瀬裕三 

本研究の目的は，ＣＦＲＰを加工するためのエンド

ミルやドリルにダイヤモンドをコーティングする技術

を開発することである。ＣＦＲＰは難削材であるため，

その加工にはダイヤモンド工具を用いるのが好ましい。

しかし，ダイヤモンドコーティング工具の場合，ダイ

ヤモンド薄膜の密着性が問題となる。そこで，本研究    

 

では，低メタン処理によるダイヤモンド薄膜の密着 

性改善及びその評価方法について検討した。圧縮引 

き倒し試験により密着性を評価したところ，膜厚が 

大きくなるほど密着力は低下した。また，低メタン 

処理を行うことによる密着性の改善は確認できなか 

った。 

         Ｐ１３～１５，図６，文献７ 

  

５ 半凝固組織制御による高強度アルミニウム成形技術の開発（第１報） 

－断熱性離型剤の熱伝導率測定－ 

寺山 朗，府山伸行，大石 郁，森下勇樹，兼外足穂，田畑潤二 

アルミニウム合金の半凝固成形では溶湯温度の管

理が重要であり，そのために金型―溶湯間の熱伝達

係数を制御することが必要である。本研究では，金

型表面に塗布する断熱性離型剤に注目し，その熱伝

導率を求めるとともに，熱伝導率に及ぼす加熱温度

の影響を調査した。      

各種温度に加熱した後の離型剤をペレット状に圧

縮成型し，定常法で熱伝導率を求めた。加熱温度が

200℃以上では，離型剤内部の粒子層の間に隙間が生

じやすくなり，加熱温度が高くなるほど熱伝導率は

低くなる傾向にあった。 

Ｐ１６～１９，表１，図８，文献５

  

６ 自己組織化カーボン微粒子構造体の電子線トモグラフィー観察 

田辺栄司，森 貴宏，Ratna Balgis，荻 崇，奥山喜久夫 

大比表面積の触媒担体を作製するため，噴霧熱分解 

法によって，フェノール樹脂を原料とした，空孔を持

つサブミクロンサイズのカーボン微粒子構造体を作製

した。空孔形態と，空孔形成のテンプレートとなるポ

リスチレンラテックス（PSL）のζ電位の関係を解明す

るため，透過電子顕微鏡（TEM）及びそれを使用した電

子線トモグラフィー法による三次元微細形態観察を行

った。PSLのζ電位が-38.9ｍVの場合は表面に開口 

した多孔質（porous），+53.1mVの場合は表面の閉 

じた中空（hollow）であることが確認された。噴霧 

時の液滴中において，負に帯電しているフェノール 

樹脂とPSLの間で生じた静電引力及び反発力が，空 

孔形態の違いの原因となっていると考えられる。 

Ｐ２０～２１，図４，文献３
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７ 自力施工できる低コストなブドウ栽培用平棚の設計と実証 

佐々木憲吾，西川祐司，浜名洋司，須川 瞬 

ブドウはつる性植物であるため，栽培には棚の設

置が必要となる。棚の設置には資材費として約 207

万円/10a と工賃がかかるため，ブドウにおける棚

の初期投資は，栽培面積拡大の大きな障害となって

おり，生産者からブドウ栽培用平棚の低コスト化が

求められている。      

そこで，工業分野の評価手法を用いた強度解析によ

る棚の構造の改良，従来の棚資材と同等以上の曲げ

強度を持つ安価な鋼管素材の選定，安全かつ低コス 

トな施工方法の考案という 3 つのアプローチによ

り，自力施工できる低コストなブドウ棚の開発を試

みた。 

本報では，作業の軽労化が図れる広島仕立ての

棚構造を基本として，従来の棚と同程度の強度を

確保しつつ，新規に就農した生産者でも安全に自

力施工できる構造とすることで低コスト化を可

能とする棚の開発について報告する。 

Ｐ２２～２５，表１，図１４，文献３

 

８ 無人機によるオルソモザイク画像の位置精度の検証 

                                                                          弓場憲生 

日本各地で耕作放棄地が増加し社会問題となって

おり，放棄地にヤギやウシを放牧しての除草が試み

られている。その際，放牧可能な日数や，放牧に必

要な頭数の推定を行うため，放棄地内の草量を把握

する必要があるが，目視に頼った不正確な方法で行

なわれているのが現状である。そこで草量の計測を

定量的に行うため，当所ではドローン空撮により得

られた画像を用い，近年開発された SfM ソフトによ

る解析を行っている。しかし SfM ソフトの歴史は浅

く，その精度についての検証例はほとんどないため，

本研究では野外実験により，SfM ソフトで合成した

オルソモザイク画像の平面位置の精度について検証

を行った。 

Ｐ２６～２８，図５，文献３ 

 

９ HiPIMS を用いた DLC 膜の特性 

縄稚典生，伊藤幸一，井鷺洋介，吉田善明，岡本圭司，中谷達行 

耐久性が要求される医療用インプラント等へ，ダ

イヤモンドライクカーボン（DLC）膜を形成する場合，

比較的緻密な膜を得やすいアークイオンプレーティ

ング（AIP）法が利用される。しかし，AIP 法は，一

般的にドロップレットと呼ばれる溶融粒子が試料に

付着し，膜表面が粗くなりやすいといった欠点があ

る。そこで，本研究では，ドロップレットフリーで

緻密な膜が形成でき，近年注目されている大電力パ

ルスマグネトロンスパッタリング（HiPIMS）法を用

いて DLC の成膜及び特性評価を行った。カーボンタ

ーゲットに－900V（設定値），Duty 比 5％のパルス

電圧を加えたところ，ターゲット電流は最大値 275A

を示し，瞬間的に大きな電力がターゲットに発生し

ていることが確認できた。また，HiPIMS の成膜速度

は，通常の直流（DC）スパッタリング法と比べて，

1/2 以下であることがわかった。さらに，膜硬度は，

DC 法よりも硬い 13.3GPa を示した。 

Ｐ２９～３０，図４，文献３
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１０ ＣＦＲＴＰの低コスト成形加工技術の開発（第 5報） 

「炭素繊維加工産業創出プロジェクト」の概要 

山下弘之，藤井敏男，松永尚徳，大川正巳，河野洋輔，西田裕紀，松葉 朗 

自動車では，世界的に厳しくなる燃費規制に対応す

るため，車体や部品類の軽量化が重要課題となってい

る。広島県では県内に炭素繊維加工産業を創出するこ

とを目的に，平成 21 年度から 26 年度までの 6年間に

わたりプロジェクト研究を実施した。プロジェクトで

は熱可塑性炭素繊維複合材料（CFRTP）のプレス成形を

対象に，1)異方性・非線形を考慮した設計解析技術，

2)低コストハイサイクルプレス成形技術，3)材料歩留

り・特性向上のための中間材料技術の研究開発を実 

施し，その中で県内企業との部品試作や装置開発な 

ど CFRTP部品の実用化に向けた取組みも実施してき 

た。H27 年度からは，これらの成果をベースに成果 

普及を加速させる取組みとして，県内企業の具体的 

な課題に即した部品試作等について，共同研究を中 

心に取り組んでいく新たなステージに入る。 

Ｐ３１～３４，図８，文献９

 


